
科　目

担当教員 東 義隆 准教授

対象学年等

学習・教育目標 A4-M4(90%), D1(10%)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．仕組みについて試験で評価する．みについて試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

2 セル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．自動化について試験で評価する．について試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

3 多品種少量生産システムの仕組みについて試験で評価する．における設計プロセスについて試験で評価する．プロセスについて試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

4

5 在庫管理と品質管理について試験およびレポートで評価する．と品質管理について試験およびレポートで評価する．品質管理と品質管理について試験およびレポートで評価する．について試験で評価する．試験で評価する．およびレポートで評価する．レポートで評価する．で評価する．評価する．する．

6 改善活動の仕組みについて試験で評価する．進め方について試験で評価する．め方について試験で評価する．方について試験で評価する．について試験で評価する．試験で評価する．で評価する．評価する．する．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト 「生産システムの仕組みについて試験で評価する．工学－ものづくりマネジメント工学－」：本位田光重，皆川健多郎（コロナ社）もの仕組みについて試験で評価する．づくりマネジメント工学－」：本位田光重，皆川健多郎（コロナ社）マネジメントで評価する．工学－ものづくりマネジメント工学－」：本位田光重，皆川健多郎（コロナ社）」：本位田光重，生産の自動化について試験で評価する．皆川健多郎（コロナ社）コロナ社）社）

参考書

関連科目 加工工学

神戸市立工業高等専門学校 2019年度シラバスシラバス

生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する． (Production Systems)

機械工学科・5年C組みについて試験で評価する．・後期・必修・1単位 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

企業におけるもの仕組みについて試験で評価する．づくりマネジメント工学－」：本位田光重，皆川健多郎（コロナ社）は，生産の自動化について試験で評価する．商品開発から始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセから始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセ始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセまりマネジメント工学－」：本位田光重，皆川健多郎（コロナ社），生産の自動化について試験で評価する．設計プロセスについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．材料調達，生産の自動化について試験で評価する．製造，生産の自動化について試験で評価する．出荷，生産の自動化について試験で評価する．販売，生産の自動化について試験で評価する．サービスと品質管理について試験およびレポートで評価する．いったさまざまなプロセプロセ
スから始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセなプロセる．もの仕組みについて試験で評価する．づくりマネジメント工学－」：本位田光重，皆川健多郎（コロナ社）を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること生産システムの仕組みについて試験で評価する．と品質管理について試験およびレポートで評価する．いう面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解することだけから始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセと品質管理について試験およびレポートで評価する．ら始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセえるの仕組みについて試験で評価する．で評価する．はなプロセく，生産の自動化について試験で評価する．さまざまなプロセプロセスから始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセなプロセるシステムの仕組みについて試験で評価する．と品質管理について試験およびレポートで評価する．して試験で評価する．理と品質管理について試験およびレポートで評価する．解することすること品質管理について試験およびレポートで評価する．
を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること目的とする．基本的な生産工学，生産管理の知識について解説する．と品質管理について試験およびレポートで評価する．する．基本的とする．基本的な生産工学，生産管理の知識について解説する．なプロセ生産システムの仕組みについて試験で評価する．工学，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．管理と品質管理について試験およびレポートで評価する．の仕組みについて試験で評価する．知識について解説する．について試験で評価する．解すること説する．する．

【D1】生産システムと管理を理解できる．生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．と品質管理について試験およびレポートで評価する．管理と品質管理について試験およびレポートで評価する．を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること理と品質管理について試験およびレポートで評価する．解することで評価する．きる．

【A4-M4】生産システムと管理を理解できる．生産システムの仕組みについて試験で評価する．プロセスを生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること理と品質管理について試験およびレポートで評価する．解することで評価する．きる．

【A4-M4】生産システムと管理を理解できる．設計プロセスについて試験で評価する．プロセスを生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること理と品質管理について試験およびレポートで評価する．解することで評価する．きる．

【A4-M4】生産システムと管理を理解できる．計プロセスについて試験で評価する．画プロセスを理解できる．プロセスを生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること理と品質管理について試験およびレポートで評価する．解することで評価する．きる． 需要に合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポに合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポわせた生産システムの仕組みについて試験で評価する．計プロセスについて試験で評価する．画プロセスを理解できる．，生産の自動化について試験で評価する．スケジューリングの方法について試験およびレポの仕組みについて試験で評価する．方について試験で評価する．法について試験およびレポについて試験で評価する．試験で評価する．およびレポートで評価する．レポ
ートで評価する．で評価する．評価する．する．

【A4-M4】生産システムと管理を理解できる．管理と品質管理について試験およびレポートで評価する．プロセスを生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること理と品質管理について試験およびレポートで評価する．解することで評価する．きる．

【A4-M4】生産システムと管理を理解できる．改善活動を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること理と品質管理について試験およびレポートで評価する．解することで評価する．きる．

成績は，試験は，生産の自動化について試験で評価する．試験で評価する．90%　レポートで評価する．10%　と品質管理について試験およびレポートで評価する．して試験で評価する．評価する．する．100点満点で評価する．60点以上を合格とする．を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポ格とする．と品質管理について試験およびレポートで評価する．する．

「例解すること　生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．情報学」：宮﨑茂次（コロナ社）森北出版）
「やさしい 生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．工学入門」：朝比奈奎一（コロナ社）日本理と品質管理について試験およびレポートで評価する．工出版会）
「生産システムの仕組みについて試験で評価する．工学」：岩田一明，生産の自動化について試験で評価する．中沢弘 共著（コロナ社）コロナ社）社）

履修上のの評価方法と基準
注意事項

関連科目は機械工作法について試験およびレポ，生産の自動化について試験で評価する．加工工学で評価する．各種加工法について試験およびレポを生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること知りマネジメント工学－」：本位田光重，皆川健多郎（コロナ社），生産の自動化について試験で評価する．応用機械設計プロセスについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．工作機械で評価する．各種機械を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること学びレポートで評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．構築
を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること考える．える．



授業の計画（生産システム）システム）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．構成 設計プロセスについて試験で評価する．プロセス，生産の自動化について試験で評価する．計プロセスについて試験で評価する．画プロセスを理解できる．プロセス，生産の自動化について試験で評価する．管理と品質管理について試験およびレポートで評価する．プロセス．

2 生産システムの仕組みについて試験で評価する．プロセスの仕組みについて試験で評価する．分類 生産システムの仕組みについて試験で評価する．時期による分類，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．品種と品質管理について試験およびレポートで評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．量による分類，生産の自動化について試験で評価する．製品の仕組みについて試験で評価する．流し方による分類，レイアウトによる分類．し方について試験で評価する．による分類，生産の自動化について試験で評価する．レイアウトで評価する．による分類．

3 セル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する． 加工におけるセル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．組みについて試験で評価する．み立て試験で評価する．におけるセル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．生産システムの仕組みについて試験で評価する．．

4 生産システムの仕組みについて試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．自動化について試験で評価する． 自動化について試験で評価する．機械．ロボットで評価する．セル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．システムの仕組みについて試験で評価する．．

5 製品設計プロセスについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．工程設計プロセスについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．作業設計プロセスについて試験で評価する．．

6 レイアウトで評価する．設計プロセスについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．加工セル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．設計プロセスについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．組みについて試験で評価する．立システムの仕組みについて試験で評価する．設計プロセスについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．組みについて試験で評価する．立セル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．で評価する．の仕組みについて試験で評価する．ライン設計プロセスについて試験で評価する．．

7 需要に合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポ予測 需要に合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポ予測の仕組みについて試験で評価する．方について試験で評価する．法について試験およびレポ．

8 中間試験で評価する．

9 総合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポ生産システムの仕組みについて試験で評価する．計プロセスについて試験で評価する．画プロセスを理解できる．およびレポートで評価する．中間試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．解すること答・解すること説する． 総合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポ生産システムの仕組みについて試験で評価する．計プロセスについて試験で評価する．画プロセスを理解できる．，生産の自動化について試験で評価する．基準生産システムの仕組みについて試験で評価する．計プロセスについて試験で評価する．画プロセスを理解できる．，生産の自動化について試験で評価する．資材所要に合わせた生産計画，スケジューリングの方法について試験およびレポ量計プロセスについて試験で評価する．画プロセスを理解できる．及び中間試験の解答・解説を行うびレポートで評価する．中間試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．解すること答・解すること説する．を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること行うう面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること

10 フローショップスケジューリングの方法について試験およびレポ．

11 ジョブショップスケジューリングの方法について試験およびレポ．

12 在庫管理と品質管理について試験およびレポートで評価する． 在庫の仕組みについて試験で評価する．種類，生産の自動化について試験で評価する．定量発から始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセ注モデル，定期発注モデル．モデル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．定期発から始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセ注モデル，定期発注モデル．モデル生産システム，生産の自動化について試験で評価する．．

13 ジャストで評価する．インタイムの仕組みについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．かんばん方について試験で評価する．式． ジャストで評価する．インタイムの仕組みについて試験で評価する．，生産の自動化について試験で評価する．かんばん方について試験で評価する．式．

14 品質管理と品質管理について試験およびレポートで評価する．

15 改善活動の仕組みについて試験で評価する．マネジメントで評価する．及び中間試験の解答・解説を行うびレポートで評価する．期末試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．解すること答・解すること説する． 定期試験で評価する．返却・解すること説する．．ムの仕組みについて試験で評価する．ダの概念，改善活動の進め方及び期末試験の解答・解説を行うの仕組みについて試験で評価する．概念，生産の自動化について試験で評価する．改善活動の仕組みについて試験で評価する．進め方について試験で評価する．め方について試験で評価する．方について試験で評価する．及び中間試験の解答・解説を行うびレポートで評価する．期末試験で評価する．の仕組みについて試験で評価する．解すること答・解すること説する．を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること行うう面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

後期中間試験で評価する．およびレポートで評価する．後期定期試験で評価する．を生産という面だけからとらえるのではなく，さまざまなプロセスからなるシステムとして理解すること実施する．する．

設計プロセスについて試験で評価する．プロセス（コロナ社）1）

設計プロセスについて試験で評価する．プロセス（コロナ社）2）

1回目から始まり，設計，生産，材料調達，製造，出荷，販売，サービスといったさまざまなプロセ7回目の仕組みについて試験で評価する．授業内容について試験する．について試験で評価する．試験で評価する．する．

スケジューリングの方法について試験およびレポ（コロナ社）1）

スケジューリングの方法について試験およびレポ（コロナ社）2）

QC7つ道具．

備など）
考
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